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【手続補正書】
【提出日】平成29年12月28日(2017.12.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  可変表示を実行し、所定条件が成立したときに遊技者にとって有利な特定状態に制御す
る遊技機であって、
  可変表示に対応する特定表示を表示する特定表示手段と、
  可変表示において特殊識別情報を停止させてから前記特定表示の表示態様を変化させる
変化演出を実行する変化演出実行手段と、
  可変表示を特定態様により停止させ、前記所定条件の成立期待度を予告する予告演出を
実行する予告演出実行手段と、
  可変表示が前記特定態様により停止する可能性がある状態において、前記変化演出の実
行を制限する変化演出実行制限手段と、
　前記変化演出を実行するか否かを決定する変化演出決定手段と、
　前記予告演出を実行するか否かを決定する予告演出決定手段と、を備え、
  前記変化演出実行制限手段は、前記予告演出決定手段により前記予告演出を実行すると
決定されたときに、前記変化演出決定手段により前記変化演出を実行すると決定されるこ
とを禁止することを特徴とする遊技機。
【請求項２】
  前記予告演出は、未だ開始されていない可変表示における前記所定条件の成立期待度を
予告する演出である、
  ことを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
（１）本発明に係る遊技機は、
  可変表示（例えば、飾り図柄の可変表示など）を実行し、所定条件が成立したとき（例
えば、大当り組合せの確定飾り図柄が導出表示されたときなど）に遊技者にとって有利な
特定状態（例えば、大当り遊技状態など）に制御する遊技機（例えば、パチンコ遊技機１
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など）であって、
  可変表示に対応する特定表示（例えば、保留表示画像）を表示する特定表示手段（例え
ば、コマンド解析処理にて保留表示画像を表示する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、
  可変表示において特殊識別情報（例えば、特殊図柄など）を停止させてから前記特定表
示の表示態様を変化させる変化演出（例えば、第１保留変化演出など）を実行する変化演
出実行手段（例えば、ステップＳ１７２を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、
  可変表示を特定態様（例えば、チャンス目など）により停止させ、前記所定条件の成立
期待度を予告する予告演出（例えば、先読みチャンス目など）を実行する予告演出実行手
段（例えば、ステップＳ１７２を実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、
  可変表示が前記特定態様により停止する可能性がある状態において、前記変化演出の実
行を制限する変化演出実行制限手段（例えば、ステップＳ６７７、Ｓ６７８及びステップ
Ｓ３２６や、他の例２の処理などを実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、
  変化演出を実行するか否かを決定する変化演出決定手段（例えば、ステップＳ１６１を
実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、
  予告演出を実行するか否かを決定する予告演出決定手段（例えば、ステップＳ１６１を
実行する演出制御用ＣＰＵ１２０など）と、を備え、
  変化演出実行制限手段は、予告演出決定手段により予告演出を実行すると決定されたと
きに、変化演出決定手段により変化演出を実行すると決定されることを禁止する（例えば
、変形例参照）
  ことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　この構成によれば、遊技者の落胆を抑制できる。また、特殊識別情報の停止のための処
理を容易化できる。
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